
国会議員の定数削減は国民との約束でした。
にもかかわらず、定数削減は知らんぷり。
それどころか、今年 5月から国会議員の給与は月額25万円アップ。
国家公務員の給与も7年ぶりのアップで、ボーナスも21％増、
平均年収は7万9,000円増の661万8,000円へ。
「他人に厳しく自分に甘い」政府与党は、身を切る改革の正反対。

電力自由化にも発送電分離にも取り組まず、
「核のゴミ」の最終処分も解決せず、再生エネルギーも中途半端なまま、
世界標準にほど遠い不完全な安全基準で、原発は再稼働へ。

今のままの経済状況では、40年後には128兆円の年金積立金はゼロ、
基礎年金は３万円台に半減。事実上の年金破綻に。

この2年間で、正規雇用は60万人減って、非正規は109万人増えた。
女性は正規1,000万人、非正規1,300万人の現実。

維新の党 政調会長

柿沢未途

このままで本当にいいんですか？

怒政治は誰のためにある？
増税の前に身を切る改革を！

証紙貼付
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昭和46年生まれ。江東区立数矢小、麻布中・高、東大法卒。NHK 記者、都議を経て衆院 2期。

柿沢未途が
解決します！

み   と

江東区を
愛していま

す

国会議員の定数３割削減と給与３割カット、
国家公務員人件費の２割カットを断行。（＝５兆円の財源）
赤字企業なら社長や役員がまず給与をけずるのはあたりまえ！

電力自由化、発送電分離、再生可能エネルギーを進めれば、
高コストで割にあわない原発は、おのずとフェードアウトへ。

年金制度は、
「必ずもらえる」「払い損のない」「世代間公平な」積立方式を導入！
自分が払った年金保険料が、将来、自分に返ってくる仕組みがベストです。

格差社会を生み出す正規・非正規のカベを取りはらい、
派遣も直接雇用と均等の待遇を保障する「同一労働同一賃金」を原則に。

しがらみがないからこそ、できる。
政調会長 柿沢未途がやります。
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